
第
六
章
十
九
世
紀
終
る

唐
物
販
売
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い
よ
い
よ
明
治
三
十
三
年
の
一
九
○
○
年
、
十
九
世
紀
は
こ
の
年
を
も
っ
て
終
る
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
東
京
に
も
、
三
井
白

木
の
両
呉
服
店
、
あ
る
い
は
駒
形
の
鱈
屋
、
塩
瀬
の
菓
子
屋
な
ど
、
百
年
は
お
ろ
か
、
数
百
年
の
歴
史
を
も
つ
旧
舗
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
多
く
は
維
新
以
後
の
創
業
者
を
も
っ
て
東
京
の
商
業
は
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
丸
善
の
よ
う
な
洋
書
や
唐
物
の
専
門

店
は
、
舶
来
品
御
禁
制
の
維
新
以
前
は
、
成
立
の
想
像
も
お
よ
ば
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
丸
善
は
こ
の
世
紀
と
い
う
中

に
も
特
に
そ
の
後
半
に
な
っ
て
の
十
九
世
紀
シ
子
で
あ
る
。
「
学
の
燈
」
の
こ
の
年
第
一
号
の
巻
頭
の
色
紙
広
告
の
第
一
頁
に
は
、
国

歌
と
、
そ
れ
か
ら
冨
士
に
帆
か
け
船
の
カ
ッ
ト
の
横
に
、
次
の
挨
拶
が
の
っ
て
い
る
。

「
新
年
之
御
慶
目
出
度
申
納
候
。
随
而
弊
店
儀
年
来
御
愛
顧
ヲ
蒙
リ
難
有
仕
合
一
一
存
奉
候
。
当
年
モ
相
不
変
御
引
立
之
程
偏
一
一
奉

願
候
先
〈
歳
端
之
御
祝
儀
申
上
度
如
此
一
一
御
座
候
恐
樫
謹
言

明
治
一
一
一
十
二
年
一
月
東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁
目

丸
善
株
式
会
社
書
籍
店

同
洋
物
卸
店



書
籍
部
は
丸
善
の
中
心
で
あ
り
、
心
臓
で
あ
る
か
ら
、
目
星
し
い
輸
入
書
に
つ
い
て
は
そ
の
輸
入
の
時
に
応
じ
て
書
く
こ
と
に
な
る
。

洋
品
部
は
、
既
述
の
唐
物
店
の
》
）
と
で
、
唐
物
と
は
中
国
古
代
の
国
号
か
ら
出
た
の
で
、
か
か
る
名
称
を
用
い
る
こ
と
、
今
か
ら
す

る
と
奇
怪
に
考
え
ら
れ
る
が
、
古
く
中
国
伝
来
の
物
品
を
唐
物
と
し
て
珍
重
し
尊
敬
し
た
遺
風
で
、
西
洋
か
ら
の
舶
来
品
も
市
井
で
は

一
般
に
唐
物
と
称
し
て
異
と
し
な
か
っ
た
。
丸
善
が
そ
の
唐
物
と
し
て
直
接
取
引
を
お
こ
な
っ
て
い
た
商
店
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ー
マ

ス
。
ト
ー
ネ
ン
ト
の
ほ
か
に
ク
リ
ス
チ
イ
の
帽
子
、
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ッ
タ
ー
ド
ラ
グ
の
キ
ュ
ー
チ
キ
ュ
ラ
石
鹸
で
数
が
少
な
か
っ
た
。

そ
の
外
は
日
本
に
あ
る
代
理
店
を
通
じ
て
取
り
よ
せ
て
い
た
の
で
ゴ
ス
ネ
ル
の
化
粧
品
（
英
）
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
傘
（
英
）
、
ロ
ジ
ャ
ー
。

エ
ガ
レ
ェ
の
化
粧
品
（
仏
）
、
ド
ル
セ
ェ
の
化
粧
品
（
仏
）
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
の
化
粧
品
（
米
）
な
ど
が
主
で
あ
り
、
元
は
洋
酒
も
販
売
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
三
十
年
一
一
月
に
中
止
し
た
。
こ
の
部
門
が
洋
物
卸
店
と
名
称
が
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

別
に
既
述
の
如
く
菱
屋
と
い
う
の
が
あ
り
、
林
亀
吉
と
の
共
同
経
営
で
、
主
と
し
て
西
洋
馬
具
、
皮
革
製
品
の
小
売
を
し
て
い
て
、

丸
善
の
名
を
出
す
の
を
悼
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
の
ち
林
の
出
資
金
を
返
済
し
て
全
く
丸
善
の
経
営
と
し
、
販
売
品
目
も
馬
具

を
廃
し
て
、
改
め
て
丸
善
株
式
会
社
洋
物
店
に
改
組
し
、
つ
と
に
明
治
三
十
一
年
六
月
十
九
日
の
「
時
事
新
報
」
に
広
告
を
出
し
て
一

同
洋
物
店

同
工
作
部

（
三
十
二
年
と
あ
る
は
、
元
よ
り
誤
記
か
誤
植
で
あ
る
）

時
に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
の
変
容
は
あ
っ
た
が
、
十
九
世
紀
を
終
る
こ
ろ
の
丸
善
は
、
だ
い
た
い
こ
の
四
部
組
織
を
も
っ
て
固
ま
っ
た
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、
も
の
の
如
く
で
あ
る
。



十
二
人
と
い
う
規
模
で
、

契
約
証

丸
善
株
式
会
社
ハ
所
有
ノ
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
林
町
八
十
二
番
地
内
建
物
及
器
械
一
式
ヲ
渡
辺
源
次
郎
へ
貸
渡
シ
渡
辺
源
次
郎

ハ
前
記
建
物
及
器
械
一
式
ヲ
借
受
ケ
莫
大
小
其
他
ノ
物
品
製
造
ヲ
ナ
ス
一
一
付
双
方
ノ
間
一
一
契
約
ス
ル
条
項
左
ノ
如
シ

第
一
条
丸
善
株
式
会
社
ハ
渡
辺
源
次
郎
ガ
莫
大
小
其
他
ノ
物
品
ヲ
製
造
ス
ル
ー
ー
付
要
ス
ル
所
ノ
資
金
ヲ
供
給
ス
ベ
シ

第
二
条
丸
善
株
式
会
社
ハ
建
物
及
器
械
ノ
貸
渡
料
ヲ
請
求
セ
サ
ル
ベ
シ

第
三
条
渡
辺
源
次
郎
ハ
丸
善
株
式
会
社
ノ
指
図
ス
ル
物
品
ノ
外
ヲ
製
造
シ
其
他
ノ
物
品
ヲ
製
造
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
四
条
渡
辺
源
次
郎
ハ
丸
善
株
式
会
社
ノ
外
一
一
承
諾
ヲ
経
ス
シ
テ
製
造
品
ヲ
販
売
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

但
丸
善
株
式
会
社
ノ
承
認
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
一
一
ア
ラ
ス

第
五
条
渡
辺
源
次
郎
ハ
丸
善
株
式
会
社
ノ
承
認
ヲ
経
ス
シ
テ
従
業
員
ヲ
雇
入
し
若
ハ
雇
ヲ
解
キ
又
ハ
給
料
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ

得
ス
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般
世
間
に
吹
聴
し
た
の
が
、
一
）
の
こ
ろ
に
な
っ
て
よ
う
や
く
内
容
が
固
定
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
明
治
一
一
一
十
三
年
三
月
、
丸
善
は
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
林
町
八
十
二
番
地
に
あ
っ
た
福
沢
キ
ヨ
（
福
沢
英
之
助
妻
）
所
有
の
メ
リ

ャ
ス
エ
場
を
買
収
し
、
四
月
一
日
か
ら
そ
の
経
営
を
は
じ
め
た
。
家
屋
一
棟
、
器
械
十
九
台
お
よ
び
付
属
品
一
式
一
一
千
二
百
円
で
あ
る
。

し
か
し
定
款
の
中
に
、
会
社
の
目
的
と
し
て
製
造
業
の
こ
と
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
洋
物
卸
販
売
係
主
任
で
あ
っ
た
渡
辺
源
次

郎
名
儀
を
も
っ
て
営
業
す
る
こ
と
に
な
り
、
七
月
一
一
日
提
出
の
営
業
届
に
よ
れ
ば
、
資
本
金
は
二
千
円
、
従
業
員
十
三
人
、
う
ち
職
工

十
二
人
と
い
う
規
模
で
、
丸
善
が
渡
辺
と
の
間
に
む
す
ん
だ
契
約
は
次
の
如
く
で
あ
る
。



第
六
条
渡
辺
源
次
郎
ハ
要
用
ナ
ル
原
料
ノ
買
入
及
上
要
用
ナ
ル
エ
場
費
ノ
外
漫
一
一
買
入
レ
又
ハ
支
払
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
七
条
建
物
及
器
械
ノ
修
繕
其
他
臨
時
費
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ァ
ル
ト
キ
ハ
其
都
度
丸
善
株
式
会
社
ノ
承
認
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
条
製
造
品
価
格
ハ
丸
善
株
式
会
社
ノ
協
議
ノ
上
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
但
丸
善
株
式
会
社
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ
価
格
ノ
変

更
ヲ
ハ
双
方
協
議
ノ
上
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
九
条
本
製
造
業
に
付
利
益
ヲ
生
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
総
テ
丸
善
株
式
会
社
ヘ
ノ
所
得
ト
ス
差
出
ス
ベ
シ

第
十
条
本
製
造
業
一
一
付
若
一
損
毛
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
丸
善
株
式
会
社
一
一
於
テ
其
損
毛
ヲ
負
担
ス
ペ
シ

第
十
一
条
渡
辺
源
次
郎
ハ
毎
半
年
伝
朋
ノ
両
損
益
計
算
表
ヲ
調
製
シ
丸
善
株
式
会
社
一
一
差
出
ス
モ
ノ
ト
ス

第
十
一
一
条
本
契
約
ハ
明
治
三
十
五
年
十
二
月
舟
一
日
ヲ
以
テ
満
期
ト
ス

右
契
約
ノ
証
ト
シ
テ
ニ
通
ヲ
作
製
シ
左
一
一
記
名
調
印
各
一
通
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
也

明
治
三
十
三
年
四
月
一
日

住
所

〃

渡
辺
源
次
郎

丸
善
株
式
会
社

4.29

か
く
て
渡
辺
は
駒
込
工
場
に
居
を
移
し
て
経
営
に
当
っ
た
も
の
の
、
満
期
に
い
た
ら
な
い
三
十
五
年
五
月
に
名
儀
人
か
ら
退
き
、
専
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識
鶴
鐸
癖
鋳
譲
鶴
鱗
鐸
識
鍵
識
鍵
》
務
取
締
役
小
柳
津
要
人
の
個
人
名
儀
に
お
い
て
、
改
め
て
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

認
秘
函
慰
癖
》
桝
癖
》
露
密
恥
碑
“
舶
来
品
に
そ
の
需
要
を
仰
ぎ
、
年
一
年
輸
入
の
増
加
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
実
に
遺
憾
に
堪

６４Ｊ〈虞､¥-Ｆ 剖

造
に
当
ら
し
め
、
其
結
果
漸
く
粘
質
、
変
色
、
腐
敗
、
沈
澱
の
虞
な
き
純
良
無
比
に
し
て
舶
来
品
を
も
凌
ぐ
好
製
品
を
得
た
旨
を
記
し

て
い
る
。
当
時
の
容
器
の
種
類
と
値
段
を
示
せ
ば

硝
子
丸
瓶
一
弓
入
識
唾
各
一
瓶
付
金
六
銭

同
角
瓶
二
弓
入
同
同
金
十
銭

陶
器
瓶
六
弓
入
同
同
金
一
一
十
五
銭

同
十
二
弓
入
同
同
金
三
十
五
銭

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
弊
店
で
は
専
門
の
技
師
を
傭
鴫
し
て
イ
ン
キ
の
研
究
、
製

工
作
部
で
は
明
治
三
十
年
に
高
須
信
経
が
入
社
し
、
イ
ン
キ
の
製
造
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
。

墨今零準

只
染
粉
を
と
け
ば
出
来
る
至
極
簡
単
な
も
の
に
思
え
る
が
、
色
が
よ
く
、
に
じ
ま
ず
、
た
や

誰
認
告
す
ぐ
変
色
せ
ず
槌
せ
ず
、
消
え
な
い
で
耐
久
力
の
あ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
須

》
認
は
薬
剤
官
と
し
て
台
湾
征
討
に
従
軍
し
た
前
歴
が
あ
り
、
苦
心
し
て
、
前
任
者
安
井
敬
七
郎

》
鋤
の
つ
く
っ
た
イ
ン
キ
と
は
別
に
、
さ
ら
に
優
良
な
も
の
を
完
成
し
て
売
り
出
し
た
の
が
三
十

癖
一
年
で
あ
る
。
そ
の
広
告
文
に
は
、
イ
ン
キ
の
需
要
は
日
を
追
う
て
益
交
そ
の
多
き
を
加
え

蕊蒋確
つ
つ
あ
る
が
、
未
だ
本
邦
製
造
口
叩
に
し
て
一
つ
も
佳
良
の
も
の
は
な
く
、
た
め
に
不
廉
な
る

癖
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あ
だ
か
も
世
紀
の
交
替
に
応
ず
る
よ
う
に
し
て
、
丸
善
を
め
ぐ
る
人
物
に
も
変
遷
が
あ
る
。

明
治
一
一
一
十
三
年
一
月
十
六
日
、
社
長
松
下
鉄
三
郎
、
四
十
八
歳
の
壮
年
を
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
病
を
も
っ
て
逝
き
、
十
八
日
芝
の
松
秀

二
小
柳
津
要
人
伝

431

同
二
十
四
弓
入
同
同
金
六
十
銭

し
か
し
安
井
製
イ
ン
キ
も
製
造
を
停
止
し
た
の
で
な
く
、
こ
れ
を
並
イ
ン
キ
と
称
し
、
高
須
製
は
上
イ
ン
キ
と
し
て
区
別
し
て
い
た
。

並
イ
ン
キ
の
製
造
の
廃
止
せ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
五
月
、
工
作
部
が
駒
込
工
場
に
う
つ
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

明
治
小
説
の
迩
楚
と
い
わ
れ
る
坪
内
道
遥
の
「
当
世
書
生
気
質
」
に
は
「
印
気
」
と
か
い
て
、
西
洋
の
物
を
か
く
墨
汁
と
い
う
註
釈

が
つ
け
て
あ
る
。
こ
の
発
行
の
明
治
十
八
年
ご
ろ
に
は
、
イ
ン
キ
の
一
般
に
知
ら
れ
ざ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
そ
れ
か
ら
十
五
年
そ
こ
そ
こ
で
、
わ
が
イ
ン
キ
製
造
は
ほ
ぼ
欧
米
の
水
準
に
達
し
、
丸
善
イ
ン
キ
の
名
が
海
内
に
高
く
な
っ
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
が
僻
地
の
村
塾
の
隅
今
ま
で
ゆ
き
わ
た
っ
て
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
だ
い
た
い
明
治
四
十
年
以
降
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
は
小
学
校
で
も
っ
ぱ
ら
毛
筆
習
字
を
教
え
、
英
語
を
ま
な
ぶ
者
以
外
に
イ
ン
キ
の
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
日
露
戦
争
後
、
高
等
小
学

校
で
も
課
外
に
初
歩
英
語
を
課
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
の
が
、
丸
善
イ
ン
キ
を
普
及
さ
せ
る
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
ろ
う
。

工
作
部
で
は
歯
み
が
き
粉
も
製
造
し
た
。
前
任
技
師
安
井
が
日
清
戦
争
の
こ
ろ
、
「
日
の
丸
歯
み
が
き
」
と
い
う
の
を
作
っ
た
が
、

高
須
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
会
社
の
製
品
を
模
し
て
、
「
さ
く
ら
歯
磨
」
と
い
う
の
を
売
出
し
た
。
品
質
の
優
良
を
も
っ
て
一
時

す
こ
ぶ
る
好
評
を
博
し
た
が
、
原
料
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
製
品
も
高
く
つ
い
た
の
で
、
そ
の
製
造
期
間
は
な
が
く
は
な
か
っ
た
。



寺
に
葬
る
。
彼
は
明
治
十
八
年
の
丸
善
危
機
に
あ
た
っ
て
社
長
の
地
位
に
つ
き
、
苦
難
を
克
服
し
て
社
業
の
回
復
に
つ
と
め
た
。
そ
の

間
の
十
余
年
の
な
が
き
に
わ
た
る
辛
労
が
、
彼
の
死
を
早
め
た
も
の
と
し
て
痛
惜
せ
ら
れ
た
。

一
月
二
十
日
取
締
役
会
を
ひ
ら
き
後
任
を
互
選
し
て
小
柳
津
要
人
が
当
選
し
た
。
取
締
役
一
名
の
欠
員
は
、
二
月
の
改
選
期
が
間
近

だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て
、
定
時
株
主
総
会
に
お
い
て
取
締
役
互
選
の
結
果
、
早
矢
仕
有
的
と
小
柳
津
要
人
が
当
選
、
須
賀
磯
八
は

大
阪
薬
店
の
独
立
後
、
丸
善
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
ら
な
く
な
っ
て
取
締
役
を
辞
任
し
、
新
取
締
役
と
し
て
は
金
沢
井
吉
、
中
村
重
久
が

翌
三
十
四
年
二
月
三
日
福
沢
諭
吉
逝
く
。
享
年
六
十
七
歳
。
明
治
新
文
明
の
大
導
師
た
る
彼
の
死
は
、
国
を
こ
ぞ
っ
て
痛
惜
し
た
が
、

こ
と
に
丸
善
は
彼
の
す
す
め
に
於
て
成
り
、
い
ま
で
も
大
外
謹
者
で
あ
っ
て
、
福
沢
の
遺
業
中
、
慶
応
義
塾
を
の
ぞ
い
て
は
、
丸
善
が

も
っ
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
。
丸
善
の
ほ
と
け
（
組
織
）
を
つ
く
っ
た
者
は
早
矢
仕
有
的
だ
が
、
こ
れ
に
魂
を
い
れ
た
者
は
福
沢
で
あ

当
選
し
た
。

っ
た
の
だ
。
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し
か
し
そ
の
早
矢
仕
有
的
も
同
年
二
月
十
八
日
あ
わ
た
だ
し
く
福
沢
の
あ
と
を
追
っ
た
。
享
年
六
十
四
歳
。
葬
式
は
一
一
月
二
十
一
日

小
石
川
区
金
富
町
多
福
院
に
於
て
お
こ
な
っ
た
が
、
様
式
は
す
べ
て
福
沢
の
先
例
に
な
ら
っ
た
。

早
矢
仕
有
的
の
伝
記
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
又
く
り
返
さ
ぬ
。
丸
家
銀
行
破
綻
こ
の
か
た
、
一
切
の
表
面
的
地
位
を
去
り
、

後
半
生
は
謂
条
落
莫
の
感
を
ま
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
丸
善
が
息
を
吹
き
返
し
て
、
よ
う
や
く
全
盛
時
代
を
劃
す
る
に
至
ろ
う

と
す
る
曙
光
を
み
て
は
又
も
っ
て
膜
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

諸
先
輩
の
相
つ
い
で
、
易
費
し
た
あ
と
の
新
社
長
と
な
っ
た
小
柳
津
要
人
は
、
弘
化
元
年
二
月
十
五
日
に
三
河
国
岡
崎
に
う
ま
れ
た
。
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徳
川
家
康
の
生
地
で
あ
り
、
幕
府
の
大
黒
柱
と
も
い
う
ぺ
き
本
多
家
の
家
臣
だ
か
ら
、
熱
心
な
る
佐
幕
論
者
で
あ
っ
た
宗
）
と
云
う
を
要

し
な
い
。
小
柳
津
は
年
十
七
に
し
て
御
料
理
の
間
詰
と
し
て
藩
に
出
仕
し
、
間
も
な
く
側
役
の
御
次
詰
と
な
っ
た
。

し
か
し
江
戸
で
、
・
ハ
ー
ク
ス
英
公
使
の
頑
強
を
に
く
ん
で
、
こ
れ
を
討
伐
す
る
計
画
が
あ
っ
て
、
諸
藩
が
み
ん
な
兵
を
江
戸
に
あ
つ

め
た
時
、
彼
は
西
洋
流
大
砲
方
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
東
上
し
た
。
時
に
文
久
三
年
一
一
一
月
。

こ
の
新
職
役
は
、
英
書
を
ま
な
ぶ
必
要
を
彼
に
感
ぜ
し
め
、
大
鳥
圭
介
の
塾
に
は
い
っ
た
。
の
ち
西
学
の
ア
カ
デ
ミ
ィ
と
も
い
う
ぺ

き
開
成
所
に
転
じ
て
、
勉
学
に
は
げ
む
こ
と
数
年
。
慶
応
三
年
十
月
将
軍
徳
川
慶
喜
の
上
洛
と
と
も
に
、
本
多
家
は
譜
代
の
重
鎮
な
る

故
を
以
て
、
伏
見
の
豊
後
橋
の
警
衛
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
維
新
の
風
雲
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、
幽
閉
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
脱
藩

し
た
こ
と
も
あ
り
、
慶
喜
の
恭
順
後
は
東
北
に
は
し
っ
て
戦
に
敗
れ
、
つ
い
に
蝦
夷
に
わ
た
っ
て
五
稜
郭
に
奮
戦
し
た
も
の
の
、
惨
敗

を
喫
し
、
投
降
し
て
明
治
元
年
九
月
、
江
戸
に
護
送
せ
ら
れ
ひ
と
先
ず
本
郷
の
藩
邸
に
ひ
き
と
ら
れ
て
、
の
ち
岡
崎
に
送
ら
れ
謹
慎
を

命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
数
ヵ
月
。
明
治
一
一
一
年
三
月
釈
放
さ
れ
東
上
し
た
。
そ
の
途
次
沼
津
で
英
学
者
乙
骨
太
郎
乙
に
逢
い
、
学
僕
と
な
り
英

学
を
修
め
、
藩
の
貸
費
生
に
あ
げ
ら
れ
大
学
南
校
に
学
び
、
の
ち
慶
応
義
塾
の
隆
々
た
る
名
声
を
き
い
て
、
そ
れ
に
転
じ
た
。
廃
藩
置

県
と
と
も
に
、
藩
費
が
途
絶
し
、
各
所
を
漂
泊
し
て
、
英
語
教
師
を
し
て
口
を
糊
し
て
い
た
が
、
明
治
六
年
一
月
、
横
浜
の
丸
善
商
社

に
は
い
り
、
十
年
一
一
一
月
大
阪
支
店
の
支
配
人
と
な
り
、
十
五
年
七
月
東
京
本
社
の
支
配
人
に
転
じ
た
。

こ
れ
は
彼
み
ず
か
ら
の
草
稿
を
基
と
し
た
「
小
柳
津
要
人
小
伝
」
の
概
略
を
語
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
で
み
る
と
、
英
語
の
知
識
が
あ

っ
た
こ
と
が
、
彼
を
丸
善
に
結
ぶ
因
縁
と
な
っ
て
い
る
。
他
面
で
彼
は
維
新
の
折
、
各
所
で
転
戦
し
た
生
き
の
こ
り
で
、
つ
ま
り
兵
馬

佳
惚
の
人
で
あ
る
。
こ
の
武
士
的
教
養
と
経
歴
が
、
丸
善
の
社
風
に
、
一
脈
稜
稜
た
る
気
風
を
も
ち
こ
み
、
早
矢
仕
社
長
が
「
士
魂
商
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外
山
正
一
、
矢
田
部
良
吉
、
井
上
哲
次
郎
三
人
合
作
の
「
新
体
詩
抄
」
が
明
治
十
五
年
七
月
刊
行
に
な
り
、
日
本
文
学
史
上
い
ま
だ

あ
ら
ざ
る
新
し
い
詩
を
創
始
開
拓
し
、
文
化
史
的
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
説
く
を
も
ち
い
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
が

丸
善
か
ら
発
行
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
因
由
は
、
当
時
の
ひ
と
り
、
井
上
哲
次
郎
博
士
が

「
新
体
詩
抄
の
原
稿
が
ま
と
ま
っ
た
か
ら
し
て
、
丸
善
の
小
柳
津
要
人
氏
に
来
て
も
ら
っ
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
が
、
小
柳
津
は
快

く
承
諾
せ
ら
れ
て
、
丸
善
か
ら
出
版
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
の
で
、
さ
も
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
あ
る
い
は
参
議
大
臣
よ
り
社
会
的
地
位
の
珍
重
せ
ら
れ
た
大
学
の
先

生
の
著
作
で
あ
り
、
そ
し
て
大
学
は
店
の
最
も
大
き
な
顧
客
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
を
引
き
う
け
た
の
に
多
く
の
不
思
議
は
な
い
と

し
て
も
、
そ
の
ほ
か
に
彼
が
日
ご
ろ
か
ら
深
く
旧
恩
を
感
謝
し
て
い
る
外
山
正
一
が
著
者
で
あ
る
こ
と
が
、
即
座
に
そ
の
出
版
を
決
断

し
た
最
も
多
く
の
要
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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才
」
の
人
と
し
て
歎
服
し
て
や
ま
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
が
う
な
ず
け
る
。

余
談
だ
だ
こ
の
小
伝
に
は
ｌ

「
東
京
に
赴
か
ん
と
し
、
途
次
静
岡
に
て
外
山
正
一
君
に
迩
遁
す
。
君
、

余
の
窮
乏
を
憐
み
て
金
拾
円
を
め
ぐ
ま
る
」

と
あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
帰
り
の
外
山
の
知
遇
を
得
て
、
当
時
と
し
て
は
大
金

の
旅
費
を
恵
ま
れ
た
の
は
、
終
生
彼
が
感
恩
の
思
い
を
抱
い
て
止
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
文
化
史
上
ひ
と
つ
の
疑
問
が
解
け
て
く
る
。

小柳津要人（三代社長）

：



学
生
に
こ
れ
ほ
ど
愛
用
さ
れ
、
一
ナ
ッ
タ
ル
」
「
ナ
ッ
タ
ル
」
と
い

っ
て
普
及
し
た
辞
書
は
ほ
か
に
．
な
い
・

こ
の
年
後
期
か
ら
ド
イ
ツ
書
の
移
入
の
激
増
が
目
立
ち
、

旨
の
叶
衿
働
弓
①
巳
一
一
ｍ
の
ぐ
の
３
］
炭
旨
房
○
端
ｚ
の
急
の
２
日
目

ｚ
ｏ
く
①
』
の
》
胃
】
８
陣
○
日
・
ｇ
ｍ
ｇ
５
８
目
ｇ
Ｈ
・
鵠

と
あ
り
、
こ
の
年
十
一
月
号
（
四
十
二
号
）
に
は
、

己
の
具
の
ｇ
①
Ｈ
嵐
冒
の
の
涛
曾
目
岸
属
○
日
目
の
貝
肖
命
胃
。
ｇ

の
目
巳
唄
の
寓
目
ｇ
ｐ
ｐ
ｑ
ｇ
の
”
耳
鼻
の
言
昌
厘
昌
．
（
ｍ
ｏ
ｇ
昌
麺
の

匪
戸
の
い
“
ず
①
ロ
）
ぬ
８
．

こ
の
年
移
入
せ
ら
れ
た
書
物
で
、
特
筆
に
値
す
る
も
の
も
な
い
が
「
学
の
燈
」
三
十
七
号
に
闇
呉
８
巳
○
国
８
日
の
旨
の
丘
○
昇
辱

旨
冒
ロ
の
広
告
が
見
え
る
。
こ
の
日
本
紹
介
の
恩
人
と
も
い
う
べ
き
帰
化
文
豪
の
著
作
が
、
丸
善
の
目
録
に
あ
ら
わ
れ
た
最
初
だ
が
、

定
価
四
円
は
、
当
時
と
し
て
相
当
に
不
廉
で
あ
る
。
一
一
一
十
九
号
に
門
彦
①
ｚ
具
庁
皇
国
ロ
。
旨
き
息
８
国
の
広
告
が
、
《
《
ｏ
ｇ
ｇ
の
①
四
目

○
○
日
胃
呂
ｇ
の
弓
の
冒
○
唾
○
目
昌
昌
の
ｇ
①
Ｈ
巴
属
ロ
○
尋
］
①
侭
①
》
》
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

丸
善
が
創
業
以
来
あ
つ
か
っ
た
辞
書
、
簡
易
百
科
全
書
の
類
は
、
幾
種
類
な
る
か
を
知
ら
ぬ
中
に
、
と
く
に
こ
れ
を
挙
げ
る
の
は
、

定
価
も
一
円
三
十
五
銭
で
手
ご
ろ
で
あ
り
、
明
治
三
、
四
十
年
代
の
学
生
に
こ
れ
ほ
ど
愛
用
さ
れ
、
「
ナ
ッ
タ
ル
」
「
ナ
ッ
タ
ル
」
と
い

三
ド
イ
ツ
文
学
害
あ
ら
わ
る

Fraser-ADiplomatist'ｓＷｉｆｅｉｎ

Ｊａｐａｎ
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が
新
刊
に
な
っ
て
広
告
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
・
乱
啓
司
急
○
国
目
骨
①
。
口
且
弓
急
の
ｐ
ご
昌
屋
の
寓
呉
甘
口
の
と
は
い
っ
て
も
七
円
五
十
銭

の
定
価
で
は
普
通
読
者
に
は
手
が
出
な
い
が
、
わ
が
国
の
新
歴
史
を
つ
く
っ
た
憲
法
発
布
前
後
の
数
年
の
東
京
お
よ
び
日
本
の
目
ま
ぐ

る
し
い
推
移
変
遷
を
、
温
か
な
女
性
的
観
察
を
な
し
、
つ
と
に
幾
多
の
駐
日
外
交
官
お
よ
び
夫
人
の
著
書
中
、
白
眉
と
し
て
知
ら
れ
た
。

こ
の
年
パ
リ
で
は
、
逝
く
十
九
世
紀
を
お
く
り
、
来
る
二
十
世
紀
を
迎
え
る
意
味
で
の
万
国
大
博
覧
会
が
開
催
せ
ら
れ
、
あ
わ
せ
て

第
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
ひ
ら
い
て
、
世
界
の
客
を
吸
収
し
た
。

日
本
か
ら
も
、
学
者
文
人
商
賀
政
治
家
そ
の
他
多
く
が
渡
仏
し
、
こ
と
に
川
上
音
次
郎
と
貞
奴
が
演
じ
た
日
本
の
芝
居
は
、
多
大
の

興
味
を
喚
起
し
て
、
貞
奴
の
演
戯
の
絶
妙
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
家
ア
ー
サ
ー
。
シ
モ
ン
ズ
が
サ
ラ
。
ベ
ル
ナ
ァ
ル
、
エ
レ
ォ
ノ
ラ
。

四
逝
く
世
紀
へ
の
記
念

貞奴(ピカソ画）

と
し
て
の
○
①
吾
の
》
ｍ
呂
崖
負
儒
の
の
旨
い
の
著
作
集
か
ら
国
①
算
》
丙
。
目
２

国
○
℃
の
ｇ
烏
》
国
①
国
曾
な
ど
の
著
作
目
録
が
全
一
ペ
ー
ジ
を
占
め
て
い
る
。
特

殊
な
本
と
し
て
は
冥
国
ｏ
尋
”
８
身
ご
と
い
う
頭
語
を
お
い
て
あ
る
。

な
お
こ
こ
に
、
前
に
日
清
戦
争
前
、
日
本
女
性
の
た
め
読
書
会
を
つ
く
っ
た
恩

人
と
し
て
紹
介
し
て
お
い
た
フ
レ
ー
ザ
ー
夫
人
の

缶
口
甘
］
○
日
四
房
貯
型
言
焦
①
旨
］
ｇ
§
》
隅
の
芹
の
耐
陣
○
日
国
○
目
の
ざ

国
○
日
の
、
品
忠
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デ
ュ
ゼ
、
エ
レ
ン
・
テ
リ
イ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
三
名
女
優
を
し
の
ぐ
と
絶
賛
し
、
ま
だ
年
少
無
名
の
画
家
だ
っ
た
ピ
カ
ソ
の
ス
ケ
ッ

チ
に
も
貞
奴
切
腹
の
場
の
一
図
が
残
っ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
音
楽
の
鬼
才
と
称
せ
ら
れ
た
ド
ピ
ュ
ッ
シ
イ
も
観
覧
し
、
曲
中
に

演
ぜ
ら
れ
る
琴
の
音
を
き
い
て
、
あ
の
不
朽
の
曲
「
海
」
に
は
そ
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。

日
本
で
の
代
表
的
記
念
は
雑
誌
「
太
陽
」
の
刊
行
し
た
「
十
九
世
紀
」
と
い
う
増
刊
で
あ
ろ
う
。
（
明
治
三
十
一
一
一
年
六
月
十
九
日
発

行
）
日
清
戦
争
の
と
き
創
刊
さ
れ
た
こ
の
綜
合
誌
は
、
つ
と
に
「
ス
エ
ズ
以
東
第
一
の
雑
誌
」
と
の
評
判
を
博
し
て
い
た
が
、
こ
の
増

刊
は
そ
の
名
声
を
恥
し
め
ぬ
誌
界
の
偉
観
を
呈
し
た
。
内
容
は
論
説
十
篇
、
大
隈
重
信
、
加
藤
弘
之
、
井
上
哲
次
郎
、
田
口
卯
吉
な
ど

の
文
化
界
誉
宿
の
談
話
寄
稿
の
中
で
、
島
田
三
郎
が
「
十
九
世
紀
の
思
想
」
な
る
論
文
で
、

「
社
会
主
義
、
平
和
主
義
、
同
愛
主
義
は
、
け
だ
し
十
九
世
紀
末
期
の
思
想
に
し
て
、
二
十
世
紀
を
支
配
す
る
も
の
は
、
け
だ
し

こ
の
思
想
の
顕
現
な
る
べ
し
」

と
云
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
日
本
主
義
の
叫
び
声
の
盛
ん
な
日
本
全
体
か
ら
み
る
と
、
進
歩
的
な
卓
見
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
か
ら
十
九
世
紀
の
各
論
に
入
り
、
「
総
論
」
は
当
時
論
壇
の
飛
将
軍
の
観
あ
っ
た
高
山
樗
牛
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
」
は
幸
田
成
友
、

文
豪
露
伴
兄
妹
の
末
弟
で
、
晩
年
に
「
丸
善
社
史
」
の
筆
者
で
あ
る
。
「
文
芸
史
」
は
上
田
敏
、
欧
米
各
国
に
わ
た
っ
て
、
ひ
ろ
く
各

種
の
文
学
を
概
観
す
る
に
は
、
こ
の
人
よ
り
外
に
任
に
堪
え
る
者
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
外
に
「
ア
メ
リ
カ
史
」
「
産
業
史
」
「
学
術

史
」
（
自
然
科
学
と
哲
学
と
政
治
法
律
原
理
の
変
遷
の
一
一
一
部
に
わ
か
る
）
「
教
育
史
」
「
宗
教
史
」
最
後
が
「
東
洋
史
」
（
東
大
陸
諸
国
と

日
本
の
一
一
部
に
わ
か
る
）
ほ
か
に
「
十
九
世
紀
歴
史
年
鑑
」
と
「
十
九
世
紀
統
計
表
」
が
付
録
に
な
っ
て
い
て
、
事
こ
の
前
世
紀
に
つ

い
て
知
ろ
う
と
す
る
に
は
今
日
で
も
優
に
参
考
と
な
る
。



お
ら
ぬ
。

こ
れ
に
対
し
、
泰
西
文
物
の
移
入
口
の
役
目
を
果
し
つ
つ
あ
る
丸
善
は
、
こ
の
世
紀
の
推
移
に
つ
い
て
は
際
立
っ
た
反
応
を
示
し
て

438

し
か
し
次
の
年
、
内
田
魯
庵
を
社
員
に
む
か
え
た
の
は
、
格
別
こ
の
時
勢
を
意
識
し
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
か

ら
み
て
、
新
世
紀
に
即
応
す
べ
き
十
分
以
上
の
布
石
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。




